
積算に関する基礎知識

研修マニュアル（内装建具）

1



建築平面図より読み取ることができる項目

・設置個所
・形状
・勝手
・設置可能な間口寸法

CH２４００

１階 平面図

建築平面図だけでは読み取ることができない項目

・扉デザイン、色柄
・錠の仕様
・壁厚
・枠の仕様
・高さ寸法

※建築設計図書の平面詳細図・建具表
・仕様書などがあれば読み取ることが
できます。
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① 建築平面図より建具の位置・形状を確認する
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内装建具ではありません
外壁につく玄関ドア、窓サッシ
浴室出入口
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<トイレ> 内装ドア 片開き戸 Ｌ勝手

<洗面脱衣> 内装ドア 片引き戸／控え壁納まり Ｌ勝手

<ＬＤＫ> 内装ドア 片引き戸／アウトセット Ｒ勝手

<和室～廊下> 内装ドア ３枚引き違い戸 Ｒ勝手

<和室～ＬＤＫ> 内装ドア 形状ラインナップ無し
※開閉壁にラインナップあり

<玄関/物入> 収納用建具 折戸

<廊下/階段下収納> 収納用建具 折戸

1

①建築平面図より建具の位置・形状・勝手を確認する

ＷＥＢハウズ画面ヘルプボタン「？」から
建具形状・勝手を確認することができます
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● 内法寸法 ＝ 柱芯々寸法（平面図の柱の中心から柱の中心までの寸法） － 壁厚（壁の厚み）

建具の間口を決めるときに必要な寸法です。内法寸法
押さえ
どころ

壁厚１３０㎜の場合

１８２０ － １３０ ＝ １６９０㎜

１６９０㎜以下の建具であれば納まる ➡ 枠外幅寸法（ＵＷ）１６４５㎜の片引き戸

② 建築平面図より間口寸法を読み取る
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● 固定枠とケーシング枠とでは、同じ枠外（ＵＷ）寸法でも、

仕上がった時の見えがかり幅が異なります。

見えがかり幅建具寸法
押さえ
どころ

② 建築平面図より間口寸法を読み取る

<固定枠> <ケーシング枠>

枠外寸法ＵＷ
見えがかり幅

枠外寸法 ＝ 見えがかり寸法 枠外寸法 ＜ 見えがかり寸法

枠外寸法ＵＷ



② 建築平面図より間口寸法を読み取る

1

5

4

2

3

6

7
1

2

3

4

5

6

7

● 内法寸法を計算する

壁厚１３０㎜として考えてみましょう
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● カタログで、デザイン・建具ごとのサイズ

ラインナップを確認し、規格間口寸法を検討する

② 建築平面図より間口寸法を読み取る
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ＷＥＢハウズでは、デザイン・建具形状ごとにラインナップされている
規格寸法が確認できます
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<トイレ>

910-130 = ７８０ ➡ TA型では７５５ 以下

<洗面>

1645-130 = １６９０ ➡ ＴＡ型では１６４５ 以下

<ＬＤＫ>

910-130 = ７８０ ➡ ＬＣ型では７８０ 以下

<和室～廊下>

2730-130 = ２６００ ➡ ＰＡ型では２４３０ 以下

<和室～ＬＤＫ>

3640-130 = ３５１０ ➡ (形状より)プラン無

<玄関/物入>

1365-130 = １２３５ ➡ ＰＡ型では１１９０ 以下

<廊下/階段下収納>

910-130 = ７８０ ➡ ＰＡ型では７３５ 以下
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● 固定枠 「壁厚寸法 ＋ ちり（片側）１３ × （両側分）２ に近いもの」

例） 壁厚１３０㎜の場合 １３０ ＋ １３ × ２ ＝ １５６ ➡ １５５㎜

枠見込み寸法を決めるときに必要な寸法です。壁厚寸法
押さえ
どころ

③枠仕様・見込み寸法を検討する

● ケーシング枠 「壁厚寸法・建具形状を基に、カタログ欄外の表から選択する」

例） 壁厚１３０㎜ ／ 引き違い戸の場合 ➡ ケーシング３型

●固定枠

●ケーシング枠

ケーシング枠はケーシング額縁で壁をはさみこむように
施工し、長さを調整することで様々な壁厚に対応できます。
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提案段階であれば、下記を参考にご提案しましょう。壁厚寸法
押さえ
どころ

①

①

②

③

① 壁厚が薄い為、ケーシング枠が使われることは余りありません

② 工法上、ケーシング枠を使われることが多いです

③ 前述のようにカタログから確認しましょう

③枠仕様・見込み寸法を検討する ～壁厚が未確認の場合～


